幼稚園年長児サマースクールの企画と実践（２）―振り返りレポートの分析から― by 野崎 真琴 & 野田  さとみ









































































































　「企画・準備」の記述について、出現回数 4回以上の頻出語 47 語（表 1）、および頻出
語を用いた共起ネットワーク図（図 2）を作成した。抽出語で最も多いのは「思う」35 回
で反省など思ったことを述べる語であるため他の語と比べ多くなっている。次いで「ゲー
ム」23 回・「準備」23 回・「ゼミ」21 回・「リハーサル」15 回・「企画」15 回、「考える」













抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
思う 35 野崎ゼミ 10 施設 6 パズル 4
ゲーム 23 意見 9 実際 6 牛乳パック 4
準備 23 野田ゼミ 8 出る 6 自分 4
ゼミ 21 もう少し 7 分担 6 出し合う 4
リハーサル 15 楽しい 7 役割 6 進める 4
企画 15 決まる 7 話し合う 6 全員 4
良い 15 決める 7 サマースクー ル 5 早い 4
考える 14 実習 7 感じる 5 内容 4
子ども 11 人 7 作業 5 把握 4
遊び 11 多い 7 事前 5 本番 4
作る 10 確認 6 大切 5 幼稚園 4
反省 10 合同 6 大変 5




　「実践当日」の記述について、出現回数 4回以上の頻出語 46 語（表 2）、および頻出語




















抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
子ども 48 説明 8 感じる 5 言う 4
思う 37 トイレ 7 事前 5 工夫 4
ゲーム 18 確認 7 時間 5 参加 4
当日 16 行く 7 手 5 製作 4
反省 13 待つ 7 少し 5 担当 4
子 12 サマースクー ル 6 場所 5 不安 4
対応 10 ゼミ 6 前 5 落ちる 4
多い 9 リハーサル 6 練習 5 良い 4
来る 9 声 6 たくさん 4 臨機応変 4
ブレスレット 8 グループ 5 もう少し 4 連れる 4
考える 8 楽しい 5 コーン 4
自分 8 楽しむ 5 決める 4
図₃　「実践当日」の記述における共起ネットワーク
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③　「全体の反省」の記述における頻出語と共起ネットワーク


















抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
子ども 30 企画 7 リハーサル 5 改めて 4
思う 26 時間 7 過ごす 5 活かす 4
考える 11 準備 7 楽しむ 5 協力 4
行う 11 先生 7 感じる 5 今後 4
サマースクー ル 10 対応 7 事前 5 姿 4
保育 10 必要 7 自分 5 成功 4
たくさん 8 ゼミ 6 就職 5 声 4
学ぶ 8 見る 6 大切 5 幼稚園 4
楽しい 8 今回 6 反省 5 様子 4















































文部科学省『幼稚園教育要領＜平成 29 年告示＞』2017 年，フレーベル館
厚生労働省『保育所保育指針＜平成 29 年告示＞』2017 年，フレーベル館
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*Nagoya Ryujo Junior College
Planning and Practice the Summer School for Final Year of Kindergarten （2）:
Analysis of Presentation Report
Nozaki, Makoto*　Noda, Satomi*
キーワード：幼稚園年長児，教職実践演習，振り返り，テキストマイニング分析
　本研究では、「教職実践演習」の実践課題の一つとして実施した「幼稚園年長
児サマースクール」の企画・実践について、学生の振り返りレポートの記述をテ
キストマイニング分析した結果から、この取り組みを通しての学生の学びと課題
を検討した。振り返りレポートの「企画・準備」「実践当日」「全体の反省」それ
ぞれの項目の自由記述について分析した結果、学生の学びとして、振り返りの記
述における頻出語および共起ネットワークの結果から、「企画・準備」では、企
画・準備段階における話し合いや作業、役割分担、連携等について振り返ってい
たことがうかがえた。「実践当日」については、その計画・準備にもっとも時間
と労力を費やしたゲームを中心に、計画したプログラムを実際に園児を対象に実
践してみて、園児の反応や自分自身の対応のあり方はどうであったかを振り返っ
ていたことがうかがえた。「全体の反省」では、当日の実践はもとより改めて企画・
準備段階での取り組みについて、さらに就職も意識しながら振り返っていたこと
がうかがえた。
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